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ECOTRANからのお知らせです。

ECOTRANからのお知らせに記載された情報のリンク先は、時間の経過によって削除されている場
合があります。
なお、過去のお知らせは以下でご覧いただけます。
　https://ecotran.or.jp/act/info/info.html

-------------------------------------------------------------------
☆地域鉄道フォーラム2026を開催しました
-------------------------------------------------------------------
国土交通省鉄道局後援・一般社団法人交通環境整備ネットワーク主催の地域鉄道フォーラム2026
「地域鉄道の安定輸送」を6月13日（土）東武博物館ホールにおいて開催しました。
原潔代表理事が開会のあいさつを行い、国土交通省鉄道局鉄道事業課長高橋泰史様に来賓あいさ
つをいただいた後、「鉄道の安定輸送」をテーマに、基調講演、トークセッションが行なわれま
した。
基調講演は、日本大学生産工学部機械工学科特任教授綱島均様から「IT技術を活用した鉄道の高
安全化と省力化」、日本大学生産工学部鉄道工学リサーチセンター（NU-CRR）最高顧問松本陽様
から「地域鉄道における自動運転の可能性」と題して講演をいただきました。
その後、綱島均様がコーディネータとなり、津軽鉄道株式会社顧問澁谷房子様と当法人審議役の
河合篤が加わってのトークセッションが行なわれました。鉄道技術の進展がどのように地域鉄道
を支えていくことができるか、現状と将来の期待を含めて大変示唆に富むフォーラムとなりまし
 た。
この模様は、近日中に当法人のウエブから動画配信を行う予定です。

-------------------------------------------------------------------
一般社団法人交通環境整備ネットワーク第18期定時社員総会を開催しました
-------------------------------------------------------------------
一般社団法人交通環境整備ネットワーク第18期定時社員総会を6月13日（土）東武博物館ホール
において開催しました。
2025年度事業報告、2025年度決算報告、2026年度事業計画及び2026年度収支予算書について報告
を行い承認がされました。
定款改正の議案については、主たる事務所を東京都中央区から東京都渋谷区に変更するとして、
定款第2条で定める主たる事務所を、「当法人は、主たる事務所を東京都渋谷区に置く。」とす
るもので、案のとおり満場一致で決議がなされました。
その後の理事会で、主たる事務所の移転先と移転日の決議が以下のとおりされました。
移転先は、〒150-0013　東京都渋谷区恵比寿一丁目20番22号三富ビル2階　社会システム株式会
社内
移転日は、令和9年（2027年）4月1日
それまでは、今の東京都中央区日本橋3-2-14新槇町ビル別館第一2階を主たる事務所としており
ます。

--------------------------------------------------------------------
☆（再掲）第10回鉄道写真詩コンテスト2026の開催
-------------------------------------------------------------------
国土交通省鉄道局後援・一般社団法人交通環境整備ネットワーク主催の第10回鉄道写真詩コンテ
スト2026が開催されます。
「鉄道写真詩」は、「鉄道写真」に「詩」を組み合わせて鉄道の魅力やその旅情を表現する新た
な芸術活動です。このコンテストは、その登竜門としての役割を担うもので今回は10回目となり
、皆様の多数のご応募をお待ちしています。
◯作品の募集　　自　2026年7月 1日（水）～2026年9月30日（水）
○応募の受付はホームページから　https://ecotran.or.jp /
◯審査委員：国土交通省鉄道局長、鉄道博物館長、米屋こうじ（写真家）、水無田気流（詩人・
社会学者）、一般社団法人交通環境整備ネットワーク代表理事
◯入賞作品の発表：2026年10月31日（土）
◯入賞
・賞状及びギフトカード20,000円（各1作品）
　　国土交通省鉄道局長賞・鉄博賞・米屋こうじ賞・水無田気流賞
・賞状及びギフトカード10,000円（若干数）
　　エコトラン賞

- 1 -



◯入賞作品の展示：2025年11月以降に以下の会場で展示を予定しています。
　鉄道博物館（さいたま市大宮区）・東武博物館（東京都墨田区）・日本現代詩歌文学館（北上
 市）
詳しくは、https://ecotran.or.jp/

--------------------------------------------------------------------
☆（再掲）最新刊『データブック日本の鉄道』
--------------------------------------------------------------------
河合篤著『データブック日本の鉄道』を刊行。
日本の全鉄道、全路線の開業から廃止に至るすべてのデータを網羅。
現在の鉄道線も、既に廃止された鉄道線もこの一冊で、一目瞭然。
日本の鉄道のあゆみをたどります。
◯発売日：2026年3月14日
◯仕様：A4 版　300 ページ
◯定価：4180円（本体 3,800 円＋税）
一般社団法人交通環境整備ネットワークの会員にあっては、特別割引 2,000 円（税・送料込み
）
当法人ホームページから購入申込みできます。
お申し込みいただきましたら、準備でき次第発送をさせていただきます。
また、東京神田「書泉グランデ」5F、モデルス・イモン渋谷店にてもお求めになれます。
詳しくは、https://ecotran.or.jp/article/series4/

--------------------------------------------------------------------
☆（再掲）第２５回「日本鉄道賞」を募集・間もなく締切
--------------------------------------------------------------------
「日本鉄道賞」は、「鉄道の日」創設の趣旨である「鉄道に対する国民の理解と関心を深め、国
民の強力な支持を得るとともに、鉄道の一層の発展を期する」ことを目的として、鉄道開業130
周年の記念すべき年にあたる平成14年に創設された表彰制度で、本年で第25回を迎えます。
お寄せいただいた作品は、「鉄道の日」実行委員会（会長：森地　茂 政策研究大学院大学教授
）内の表彰選考委員会において、鉄道の発展・普及への貢献の大きさなどの視点から、今回以下
の表彰選考委員による選考のうえ、10月中旬に表彰を行います。みなさまからのご応募をお待ち
しています。
○募集期間：令和８年６月19日（金）までにご応募ください（原則、締切日必着）。
○日本鉄道賞表彰選考委員会委員（敬称略）
委員長 　加藤　浩徳　　（東京大学大学院工学系研究科教授）
　　　 　小倉　沙耶　　（一般社団法人交通環境整備ネットワーク審議役）
　　　　 須田　昌弥　　（青山学院大学経済学部教授）
　　　 　長根　広和　　（日本鉄道写真作家協会会長）
　　　 　藤井　聡太　　（公益社団法人日本将棋連盟 / 棋士）
　　　 　藤田　大介　　（日本テレビ放送網株式会社 / アナウンサー）
　　　 　道辻　洋平　　（茨城大学学術研究院応用理工学野教授）
　　　 　山口　昌彦　　（株式会社交通新聞社 月刊 「旅の手帖」編集長）
　　　　 五十嵐　徹人　（国土交通省鉄道局長）
詳しくは、https://www.mlit.go.jp/report/press/tetsudo01_hh_000251.html

-------------------------------------------------------------------
☆第2回運輸総研ゆっくりを軸としたまちづくりセミナー/第6回TTPUセミナー開催
--------------------------------------------------------------------
○日　時：2026年 7月17日(金)15：30～18：30
○会　場：東京大学本郷キャンパス伊藤謝恩ホール　およびオンライン配信（Zoomウェビナー）
概要：運輸総合研究所では、「人と多様なモビリティが共生する安全で心ときめくゆっくりを軸
としたまちづくり」研究調査を立ち上げ、道路の低速化と多様なモビリティの活用を主軸とした
ゆっくりを軸としたまちづくりの手法に関して、海外の先行事例調査等を行うとともに、国内展
開するにあたっての実現化方策や課題等を検討し、日本でのモビリティまちづくりの姿を整理す
ることを目的に、取り組んできました。
　本セミナーは、本研究調査の成果を報告するとともに、これまでアドバイザーとして本研究調
査に参画した有識者と交えた議論を行うことで、日本産の「人と多様なモビリティが共生する安
全で心ときめくゆっくりを軸としたまちづくり」の実現に向けた課題と取り組むべき方策につい
て共有し、理解を深めることを目的としております。
○プログラム：
【基調講演】「小さなみちの大きな改革」石田　東生　筑波大学　名誉教授
　　　　　内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第3期「スマートモビリティプラ
ットフォームの構築」プログラムディレクタ―
【報　　告】三重野真代　運輸総合研究所　客員研究員/東京大学公共政策大学院特任准教授/武
蔵野大学経営学部　特任教授
【パネルディスカッション】
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[モデレーター]谷口　　守　筑波大学　名誉教授/公益社団法人日本交通計画協会　代表理事
[パネリスト]
石田　東生　筑波大学　名誉教授/内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第3期「
スマートモビリティプラットフォームの構築」プログラムディレクタ―
牧村　和彦　一般財団法人計量計画研究所　常務理事/CoIU（コーイノベーション大学）教授
桃田　健史　自動車ジャーナリスト/永平寺エボリューション大使
森　　雅志　富山大学　客員教授/京都大学　非常勤講師/前富山市長
三重野真代　運輸総合研究所　客員研究員/東京大学公共政策大学院特任准教授/武蔵野大学経営
学部　特任教授
詳しくは、https://www.jttri.or.jp/events/2026/symposium260717.html

--------------------------------------------------------------------
☆（再掲）公共交通経営者 円卓会議2026の開催
--------------------------------------------------------------------
公共交通経営者円卓会議2026実行委員会主催の公共交通経営者円卓会議2026が開催されます。
○日時：２０２６年７月３０日（木）１３時３０分～１７時３０分（開場１３時００分）
　　　※オンライン参加可能
○会場：ONE FUKUOKA CONFERENCE HALL （ONE FUKUOKA BLDG.6F）
　　　（福岡県福岡市中央区天神一丁目11番1号  ）
○プログラムと登壇者
【開会挨拶】
　林田 浩一氏   (西日本鉄道㈱ 代表取締役社長執行役員）
【来賓挨拶】
　原田 修吾 氏　(国土交通省大臣官房審議官(公共交通政策、物流・自動車局担当))
【基調講演】
　　森 雅志 氏       (前富山市長、富山大学客員教授、京都大学非常勤講師 博士(工学)）
【円卓会議】
(モデレーター) 
 　武藤 浩 氏        (京都大学公共政策大学院 特別教授、元国土交通事務次官）
(登壇事業者)
　松本 義人 氏     (西日本鉄道㈱  代表取締役副社長執行役員） 
　仮井 康裕 氏     (広島電鉄㈱ 代表取締役社長） 
　大上 真司 氏     (両備ホールディングス㈱ 上席執行役員CMSO兼グループCMSO） 
　金森 隆浩 氏     (名鉄グループバスホールディングス㈱ 代表取締役社長(予定)）
　吉田 元 氏         (㈱みちのりホールディングス 代表取締役グループCEO）
【シンポジウム】 
　(【九州は今！】九州MaaSを中心に）
　木下 貴友 氏     ((一社)九州経済連合会 地域共創部 ほか
詳しくは、https://chikoken.org/information/entaku_2026/

--------------------------------------------------------------------
☆『鉄道インサイト』発売中
--------------------------------------------------------------------
鉄道インサイト・鐵道樂の会（代表佐藤信之）発行の『鉄道インサイト』2026年7月号が発売中
。
詳しくは、https://ecotran.or.jp/railbooks/r_insight/index.html

----------------------------------------------------------
☆鉄道関係等諸情報をお送りします
注目される記事、興味深い記事には◎印を付しております
----------------------------------------------------------
＊地域交通関係＊
○JR津軽線蟹田・三厩間の廃止前倒しめぐり意見聴取、沿線自治体は「来年4月1日のまま」求め
る
　https://news.ntv.co.jp/n/rab/category/society/raeb3422e39f154d45bebb54288dad177c
○宇都宮LRTの西側延伸、軌道の設計図作成を建設コンサルに委託
　https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC046CW0U6A600C2000000/
○鉄道レール上を自転車でGO！　経営難のローカル線を観光資源に
　https://www.fnn.jp/articles/-/1059658
○埼玉で広がる「交通空白」　バス廃止や運転手不足で24市町村69カ所に拡大　「移動できない
地域」増加の懸念　人口減少時代、暮らしの足どう守るか
　https://www.saitama-np.co.jp/articles/200854/postDetail
○【大井川鉄道】鳥塚社長が会見で観光列車化概要や料金など正式発表…夏の観光シーズン前に
井川線再生へ始動
　https://news.ntv.co.jp/n/sdt/category/society/sd56f2868c49f84b8e9141049ae9fa6870
○大井川鉄道、井川線を７月から値上げ　片道３５００円、観光列車化で収益力強化　沿線住民
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に２年有効「パス」も
　https://news.at-s.com/article/1987814
○7月1日　井川線トロッコ列車　観光列車化
　https://x.gd/tpkYc
○県全域の「公共交通ビジョン」を初めて策定へ 官・民による法定協議会発足（山口）
　https://news.ntv.co.jp/n/kry/category/society/kr06ea08c084d44883b56b7a65144ed8eb
○「JRは重要ではない」4割・「全く使わない」8割…予土線で鉄道離れ深刻化
　https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/news/20260612-GYO1T00084/#goog_rewarded
○無人駅で理容店を営む男性　鉄道は廃止へ　駅舎はどうなる　平成筑豊鉄道
　https://news.ntv.co.jp/category/life/fs5204c6e61bab4207bc313f9e2b722b76
◎全国ローカル線5社｢経営者が語る｣鉄道復活策　大井川･ひたちなか･若桜･えちぜん･平筑が座
談会
　https://toyokeizai.net/articles/-/946557?display=b
◎赤字鉄道が廃線危機にさらされるそもそもの理由　道路は「公共」で鉄道は「ビジネス」、住
民の望みでは覆せぬ法制度
　https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/95329

＊営業・運賃関係＊
○東武、宇都宮駅自動改札に顔認証　大手私鉄初導入
　https://www.sankei.com/article/20260527-E5IE5BM4XFO7JCZMODBF355WKM/
◎JR東、磁気乗車券を2027年春に廃止　小型券はQR付き大型券へ、環境負荷軽減
　https://www.sankei.com/article/20260609-LJA6OPISFNMTZNZJG4IEF2H6XQ/
○JR東が「QRコードきっぷ」導入へ、クレカなどのタッチ決済「導入予定はありません」【Nス
タ解説】
　https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2723766?display=1
○JR東日本、みどりの窓口に生成AI導入へ　近距離乗車券はQR化を推進でどう変わる？
　https://dxmagazine.jp/news/ykmt3-2/
○関西鉄道、収益構造の転換へ　運賃値上げと指定席拡大が並行
　https://weekly-osakanichi2.net/archives/52510
○鉄道の「こども運賃50円」なぜ今？ 経営戦略だけじゃない、カギとなった“法の縛り”や技
術の進化
　https://trafficnews.jp/post/674861
◎JR四国が導入している「共同経営」、原点は80年前の香川に？ 日本初の“先進的”な運賃制
度とは
　https://trafficnews.jp/post/674867

＊リニア・新幹線関連＊
○ＪＲ東海社長、リニア品川―名古屋間の用地取得率「８５％まで進捗」…静岡工区巡り月内に
も県議会に説明へ
　https://www.yomiuri.co.jp/economy/20260611-GYT1T00154/
○リニア中央新幹線「中央アルプストンネル」最後の工区「萩の平工区」が着工　工事完了は20
31年末頃の見込み　JR東海「安全、環境の保全、地域との連携を重視して工事を着実に」
　https://www.fnn.jp/articles/-/1060439
○一度は乗りたい時速500kmの世界【6/29締切】リニア体験乗車の2026年第2回一般公募、L0系改
良型を体感する申し込み概要･料金まとめ
　https://tetsudo-ch.com/13030158.html
○北海道新幹線が地上区間で260キロ試験へ、青函トンネルより高速化が難しいワケ
　https://diamond.jp/articles/-/391790#goog_rewarded

＊幹線鉄道・都市鉄道・鉄道関係全般＊
○従来の制服が「逆に見苦しく見えているのでは」 小田急が「ポロシャツ制服」を導入する切
実な理由 ユニクロとタッグ
　https://trafficnews.jp/post/672453
○京急北品川、新駅舎デザイン決定　泉岳寺～品川～新馬場を立体交差化
　https://www.watch.impress.co.jp/docs/news/2115535.html
○なぜ京急は営業収益を「1000億円」も増やせるのか？ 羽田空港駅の大規模改修と収益モデル
の変化、問われる次の一手とは
　https://merkmal-biz.jp/post/116418
○高尾山でケーブルカー開業100周年事業　車両刷新、隈研吾さんデザイン監修
　https://hachioji.keizai.biz/headline/4264/
○東武なのに近鉄、近鉄なのに東武　異色コラボの裏にある私鉄の「集客戦略」
　https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2606/10/news059.html
○通勤電車に「子ども連れ」を意識したフリースペース、最近なぜ増えている？ 国土交通省の
子育て世帯アンケートから垣間見える「望み」
　https://maidonanews.jp/article/16634639
○電車内「快適な温度」の難しさ…鉄道会社は「弱冷車」を増やしたり減らしたり、専門家によ
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ると「快適と感じる室温は人によって最大約４度の差」
　https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/feature/iwasetekikasete/20260613-GYTAT00064/
○明治期からの悲願だった61年越しの鉄道誘致　「伊豆半島」を舞台に繰り広げられた東急vs西
武の鉄路争奪戦
　https://otonano-shumatsu.com/articles/562471
○JR東日本、英国での自販機事業を拡大　日本で断念した「タッチパネル式」も展開
　https://japan.cnet.com/article/35248327/
○約１世紀ぶりに復活する路面電車。カリフォルニア州オレンジ郡の魅力を再発見
　https://serai.jp/tour/1268092
○「九州ブランド」はなぜ作れない？→「ななつ星」生んだJR九州元トップの答えにぐうの音も
出ない
　https://diamond.jp/articles/-/392003
◎JR九州が日本初のシステムを長崎で導入へ　公衆回線で列車制御する新システムでデモ走行　
段階的にエリア拡大へ
　https://www.fnn.jp/articles/-/1055570
○近鉄・京阪…欧製レール削正車導入、それぞれの狙い
　https://topics.smt.docomo.ne.jp/article/newswitch/business/newswitch-49401?redirect=
1
◎地方鉄道に低価格で…JR九州エンジ、「車輪旋盤」開発
　https://newswitch.jp/p/49415
◎鉄道総研，市販カメラ映像から3次元線路空間を構築する手法を開発
　https://railf.jp/news/2026/06/13/000000.html
　https://www.rtri.or.jp/press/eg60q600000034wf-att/20260602_001.pdf
○雑草に埋もれたレール跡、さび付いた架線柱、ポツンと残された駅名標も…岡山から36年前に
消えた「ナゾのローカル線」の痕跡をたどる
　https://bunshun.jp/articles/-/89056
○約１世紀ぶりに復活する路面電車。カリフォルニア州オレンジ郡の魅力を再発見
　https://serai.jp/tour/1268092
◎令和阿房列車で行こう2026　パートV
・第一列車①　威風堂々と東京駅９番線に向かう、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260601-Q5NFNELVD5KBFBBEO6TVHXECOI/
・第一列車②　ドアを閉めるとそこはワンダーランドだ、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260602-3A4HHZ6JORKOPISQW4Y45LI3L4/
・第一列車③　ならば、呉線に乗るしかあるまい、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260603-5RRZIDA4PNJONDVCE7KEXCMCTE/
・第一列車④　海を眺めながらの「朝ビール」は心地いい
　https://www.sankei.com/article/20260604-EEPLCRQLQJJ2BHJKOBDY5IJOJE/
・第一列車⑤　3号君、「撮り鉄」の血が騒ぐ、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260605-HCOPDI4R7ZOOBAPPKI4CHMX4NM/
・第一列車⑥　「今年は…」と3号君が要らぬことを言う、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260606-6XKQQVLOQJOLTLCX2YU632HGJM/
・第一列車⑦　天の啓示を受け、甘木さんに提案してみた、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260607-2XKMLJ636VJE3NDLTJNEECYSVM/
・第一列車⑧　「よっこイショ！」なし　人間やればできる、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260608-2R2UTI3QSFOMBGNSYMQIPVH4CE/
・第一列車⑨　「無駄口をたたかないで」と言われる、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260609-YELGJRE76JOPNL42URYDTJI6YE/
・第一列車⑩　セノハチ越えは夢のような時間だった、の巻
　https://www.sankei.com/article/20260610-5ECTBN6DONORTAI3CCUPTKU7KU/

＊バス・タクシー、船舶、航空、物流、観光ほか＊
○「近鉄グループとの関係を保ちながら…」 なぜ三重の交通グループは3期連続の“最高益”を
更新できたのか？
　https://merkmal-biz.jp/post/116058
○中東情勢の悪化で路線バスなどの燃料代が高騰 経営努力も限界 公共交通の維持に危機感強ま
る 県に緊急の支援を要請
　https://news.ntv.co.jp/n/fbc/category/economy/fb910ef1260b8f4da4bfff4907d74f8ac9
○運賃１００円の市内循環バス苦境、土日祝は減便・最終便午後５時台に繰り上げも…運賃収入
減で市の負担も苦しく
　https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/news/20260612-GYO1T00171/
○国土交通省／岡野総括審議官「運輸事業振興助成交付金、法の趣旨に沿った有効活用をお願い
」
　https://www.trucknews.biz/article/s060532/
○なぜ過積載の撲滅は「適正運賃」への第一歩となるのか？ 特車ルール厳格化が拓くホワイト
物流、持続可能な輸送網の構築とは
　https://merkmal-biz.jp/post/116566
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○観光庁、JR東日本びゅうツーリズム＆セールスに行政処分
　https://www.traicy.com/posts/20260612373415/
○クルーズ等訪日旅客の受入促進事業（令和８年度第２回）を開始します
　https://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji02_hh_000282.html
◎観光客ほぼゼロ→年間1万人に…ジリ貧のシャッター商店街を復活させた"20代のヨソ者たち"
の絶妙アイデア
　https://president.jp/articles/-/114529?page=1
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